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                      「経帷子  きょう かたびら」

                      写経用具への心遣い
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                       心身を守る「つぎはぎの法衣」

1． 墨は一滴の水を少し磨るだけで、若干の文字を書くことができますので、

    いたづらに多くの墨液を作って、捨ててしまうことのないように努める

    ことが、写経の心に適います。書き損じた字は、補正用別紙を丸く切り

    取って貼り付けて補正します。どんなに注意しても、いや、注意すれば

    するほど、粗相するものです。このようにつぎはぎをして補正した写経

    こそが、釈尊の法衣としての「袈裟」の本来の心と姿を表わすものです。

        一塵一滴  報恩謝徳 （いちじんいってき ほうおんしゃとく）

      物を捨つるは、すなはち、我を捨つることなり

      つぎはぎし 御袈裟の如き 我が一期   傷つきあれど  退せしは無し

二．磨り方は時計回りに磨れば磨りやすく、また礼拝の志も示します。

        右繞三匝  一心頂礼 （うにょうさんそう いっしんちょうらい）

      黒き墨 我が身と知りて 磨りゆけば 心も澄みぬ 気も晴るる南無         

3． 筆洗い用容器に水を半分程入れて、墨液のついた筆先のみを濯いで、

    不用の紙で筆先を揃えながら拭っておけば、筆は半永久的に使用でき

    ます。勿論、筆毛が一本になっても使用できます。

        洗筆澄心  安穏和楽 （せんぴつちょうしん あんのんわらく）

四．筆、墨、硯などを汚すことは、厳に慎むべきこととされています。

        如来精進  善逝伝心 （にょらいしょうじん ぜんぜいでんしん）

     済みません  拝の声にて  みのりあり 生まれ来た時  よりも美しく
    常に留意すべきは、使用する前よりも美しく後始末することです。

    

         正直に 歩み去りにし 父母の声

                       聞くゆえにこそ  今日の我あり

         うれしきに 悲しきにつけ 偲ばるる 

                       人になりたし 今日を勤めむ

 写真 提供 
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  寒アヤメ  








  浜木綿  








ねがはくは このくどくをもって われらと しゅじょうと みなともに ぶつどうを じょうぜむことを「回向」We won’t pay any attention to a log in our eye, but look at the speck in their eye.[7] To err is human, to forgive is divine. No one is perfect. May a sound mind should be in a sound body.  


